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研究成果の概要（和文）：本研究では周術期にアナフィラキシーを発症した患者から尿検体を採取し、
Tetranor-PGDM濃度の測定を行った。これまでのところ、11症例分の尿検体を採取済みで、全ての症例において
質量分析装置によるTetranor-PGDM濃度の測定が終了している。これにより、周術期のアナフィラキシー症例に
おけるTetranor-PGDM濃度の推移が明らかになりつつある。また、申請者らはスガマデクスに対する血中特異的
IgE測定法の開発にも取り組んでいる。

研究成果の概要（英文）：In this study, urine samples were collected from patients who developed 
anaphylaxis during the perioperative period, and the Tetranor-PGDM concentration was measured. So 
far, urine samples for 11 cases have been collected, and measurement of Tetranor-PGDM concentration 
by mass spectrometer has been completed in all cases. As a result, changes in Tetranor-PGDM 
concentration in perioperative anaphylaxis cases are becoming clear. Applicants are also working on 
the development of a blood-specific IgE measurement method for sugammadex.

研究分野：麻酔科学

キーワード： アナフィラキシー

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
申請者らが研究対象としてきた周術期アナフィラキシーにおいて、技術と経験の蓄積によって、皮膚テストと
BATの診断精度は高まった。しかし、患者によっては侵襲のある皮膚テストを敬遠し、検査が行えないことがあ
る。しかし、今回の開発対象となる特異的IgE測定や尿中マーカーが実用化されれば、低侵襲で実施可能な検査
の選択肢が増えることになり、研究開発の意義は大きいと考える

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 

アナフィラキシーの発生時には、肥満細胞や好塩基球といった免疫細胞が、様々な生

理活性物質を産生する。その中でも、肥満細胞はヒスタミンに加えて、Prostaglandin 

D2 (PGD2)という物質を大量に産生することが報告されてきた。しかし、PGD2 は生体内

で急速に（50 秒）代謝されるため検出が難しく、その生理作用については不明であっ

た。研究分担者の村田は、PGD2 の最終代謝産物である Tetranor-PGDM が、アレルギー特

異的かつ症状の程度に比例して尿中に排泄されていることを発見した。 

これまでアナフィラキシーの補助診断のために測定されてきた血液中のトリプター

ゼやヒスタミンは、半減期が短く、採血のタイミングが遅れると偽陰性となる問題があ

った。tetranor-PGDM は室温でも非常に安定であり、症状発症後 2-12 時間と長い時間

排泄されることが分かっている。つまり、患者の救命処置が終了してから採取・測定で

きる Tetranor-PGDM は、麻酔科医にとって有用なアナフィラキシー診断ツールとなる可

能性がある。 

 

２．研究の目的 

本研究では、①尿中 tetranor-PGDM の測定により周術期アナフィラキシーの新しい診

断法を開発することと、②サクシニルコリン以外の周術期使用薬剤で、アナフィラキシ

ーリスクの高いスガマデクスの特異的 IgE の測定技術の確立を目指す。 

 

３．研究の方法 

研究期間に発生が予想される 50 名のアナフィラキシー患者を対象とする。手術室

または病棟で尿検体を採取する。同意書を取得後、アナフィラキシー発生から 4-6 週

間後に皮膚テストを実施すると共に、BAT と特異的 IgE 測定のための血液検体を採取

する。以下の要領で測定を行い、両検査のアナフィラキシーの診断における有効性に

ついて検証する。 

 

1.質量分析装置による Tetranor-PGDM 測定 

①アナフィラキシー症状が出現してから 4-12 時間後の尿を採取、②尿検体を凍結保

存のうえ、研究分担者に送付する。③尿に内部標準物質を入れる（PGDM の重水素体）。

④固相抽出（精製と濃縮）を行った後、⑤質量分析装置を用いて、tetranor-PGDM の

絶対濃度を測定する。 

 

2. 特異的 IgE 測定キットの開発 

血液検体を採取後、遠心機で血漿を分離して凍結保存する。固相化したスガマデクス

の入ったシリンジに患者の血漿を流し、特異的 IgE を定量する。 

 

４．研究成果 

本研究では周術期にアナフィラキシーを発症した患者から尿検体を採取し、

Tetranor-PGDM 濃度の測定を行った。これまでのところ、11 症例分の尿検体を採取済み

で、全ての症例において質量分析装置による Tetranor-PGDM 濃度の測定が終了してい



る。これにより、周術期のアナフィラキシー症例における Tetranor-PGDM 濃度の推移が

明らかになりつつある。また、申請者らはスガマデクスに対する血中特異的 IgE 測定法

の開発にも取り組んでいる。 
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